
 

教科横断型授業 「理科」×「地理歴史」 
学習指導案 

ＳＤＧｓでの課題 ＳＤＧｓの番号（15番）「陸の豊かさも守ろう」 

実社会 

での課題 

かつて薪炭や肥料の採取に利用されてきた里山は、化石燃料や化学肥料の普及等

の理由から1950年代以降放置されるようになっている。里山が放置されることによ

り、マツ枯れ・ナラ枯れの増加や、生物多様性の低下といった問題が生じている1)。 

生徒に身に付けさ

せたい資質・能力 

歴史的な背景と生物学的な現象について学んだことを組合せ、教科横断的な視点

で物事を考え、結論を導く力を養う。 

主題（教材） 

弥生時代から飛鳥時代にかけてマツが増えた2)理由を、歴史的な背景と生物学的な

現象について学んだことを組み合わせて考察する。歴史的な背景を踏まえながら、

里山の形成と現状について理解し、日本の里山の今後について考える。 
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指 導 上 の 留 意 事 項 資料等 

導 

 

 

入 

○  歴史資料や研究から、弥生時代

から飛鳥時代にかけ、日本におい

てマツが増えたと考えられている2)

。その理由を予想する。 

○ 学習目標を立てる。 

5 

 

 

 

○ 生徒自身のニーズに合わせ

て学習目標を設定するよう

促す。 

〇生徒用端末 

〇Microsoft Teams 

(スライド配信) 

○ワークシート 

展 
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１ 植性の遷移の仕組みについて理解

し、学習内容をまとめる。 

 

２ 植生の遷移に関する学習内容をも

とにして、弥生時代から飛鳥時代

にかけての樹種の変化の理由を考

え、説明する。 

 

 

３ 日本人が森林を利用することによ

って里山が生まれたことを踏まえ

、里山の生態系の特徴とその放置

による問題について理解する。 

 

４ 森林の自己施肥機能と森林利用に

よる雑木林化の関係を踏まえ、生

態系内の物質循環について理解す

る。 
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○ 各自に最適な方法でまとめ

させる。 

 

○  歴史的な背景と生物学的

な現象を組み合わせて、結

論を導くよう意識させる。

既習事項を活用するよう促

す(日本人の森林利用の歴史

について学習済み)。 

○ 里山の変遷について、歴史

(マルサス『人口論』)や化学

(ハーバー・ボッシュ法)の内

容も踏まえて解説し、教科の

つながりを意識させる。 

○ 各自に最適な方法でまとめ

させる。 

 

〇生徒用端末 

〇Microsoft Teams 

 (スライド配信) 

○ワークシート 

 

整   

 

理 

○ 本時の学びを振り返る。 

○ 授業の感想を入力する。 

５ ○  学習目標を踏まえた振り

返りを勧める。 

〇生徒用端末 

〇Microsoft Forms 

○ワークシート 

備 
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